
産
業
部
、
土
木
建
築
部
、
農
業
委
員
会
、
市
民
生
活
部
、
福
祉

保
健
部
お
よ
び
福
祉
事
務
所
の
所
管
に
関
す
る
事
務
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・
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
で
あ
る
と
と

も
に
成
長
で
き
る
場
所
で
あ
り
、
通
常

の
教
室
へ
の
復
帰
を
前
提
と
し
な
い
。

・
苦
手
な
場
面
で
相
談
す
る
力
や
、
自

分
の
強
み
を
知
り
生
か
す
力
を
育
む
こ

と
を
目
指
す
場
所
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
と
は

　
不
登
校
の
要
因
も
多
様
化
し
て
き
て

お
り
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

で
は
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
個
々
に

応
じ
た
学
習
や
登
校
の
在
り
方
を
模
索

し
て
い
た
。
今
後
も
、
現
場
の
状
況
を

的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の

個
性
に
応
じ
た
対
応
が
は
か
ら
れ
る
こ

と
を
望
む
。

委
員
か
ら
の
意
見

　
全
国
的
に
不
登
校
や
い
じ
め
の
認
知

件
数
が
急
速
に
増
加
し
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
不
登
校
の
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

環
境
を
整
え
た
市
内
中
学
校
を
視
察
し
、

現
状
の
確
認
を
調
査
の
目
的
と
す
る
。

現
在
の
目
的

不
登
校

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

スペシャルサポートルームの様子

主
な
活
動
内
容

主
な
活
動
内
容

◦
７
月
５
日
（
水
）

旧
ユ
ウ
ホ
ウ
紡
績
工
場
跡
地
現
地
調
査

に
つ
い
て
の
意
見
集
約

「
い
じ
め
と
不
登
校
」に
つ
い
て
、担
当

部
局
に
提
出
す
る
質
問
事
項
等
の
抽
出

◦
８
月
２
日
（
水
）

不
登
校
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

現
地
視
察

教
育
委
員
会
と
の
質
疑
応
答

・
「
い
じ
め
と
不
登
校
」
に
つ
い
て

◦
９
月
14
日
（
木
）

調
査
事
項
「
い
じ
め
と
不
登
校
」
に
つ

い
て
の
調
査
報
告
の
ま
と
め

◦
10
月
11
日
（
水
）

報
告
書
の
内
容
確
認

・
所
管
事
務
調
査
報
告
書

・ 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
総
務
文
教
分

科
会
報
告
書

◦
７
月
12
日
（
水
）

現
地
調
査
に
つ
い
て
の
意
見
集
約

・
児
童
発
達
支
援
事
業
所「
歩ぽ

ぽ歩
江
田
島
」

・
共
同
生
活
援
助
施
設
「
パ
ラ
レ
ル
」

◦
８
月
25
日
（
金
）

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
参
加
お
よ

び
講
師
と
意
見
交
換

現
地
調
査

・
旧
ユ
ウ
ホ
ウ
紡
績
工
場
跡
地

・
社
会
福
祉
法
人
江
能
福
祉
会

◦
９
月
27
日
（
水
）

意
見
集
約

・
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー

・
社
会
福
祉
法
人
江
能
福
祉
会
現
地
調
査

決
算
審
査
特
別
委
員
会
付
帯
意
見
の
確
認

◦
10
月
13
日
（
金
）

報
告
書
の
内
容
確
認

・
所
管
事
務
調
査
報
告
書

・ 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
産
業
厚
生
分
科

会
報
告
書

・ 

堂
山
氏
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
イ
ノ
シ
シ

の
生
態
の
理
解
を
基
に
、
具
体
的
で

効
果
的
な
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
講
義
で

あ
る
。
市
民
へ
の
周
知
の
た
め
、
積

極
的
に
市
内
各
地
域
で
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
、
「
総
合
防
除
」
を
進
め
て

ほ
し
い
。

・ 

市
全
域
で
「
総
合

防
除
」
に
よ
る
実

施
体
制
が
で
き
る

よ
う
、
市
は
主
導

的
に
市
民
に
働
き

か
け
、
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。

委
員
か
ら
の
意
見

　
本
市
は
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
と
し
て
イ

ノ
シ
シ
捕
獲
数
を
増
や
し
て
き
た
が
、

被
害
は
減
少
す
る
こ
と
な
く
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
本
市
の
イ

ノ
シ
シ
対
策
は
「
総
合
防
除
」
を
取
り

組
み
方
針
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、

取
り
組
み
や
課
題
を
調
査
す
る
。

調
査
の
目
的

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー

・ 

断
ら
な
い
支
援
や
孤
立
し
な
い
社
会

を
目
指
す
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
よ

り
広
い
地
域
で
の

取
り
組
み
と
、
他

の
事
業
所
と
も
連

携
を
取
り
、
市
全

体
の
地
域
福
祉
の

充
実
に
期
待
し
た

い
。

・ 

今
後
人
材
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
。
各

種
団
体
が
連
携
を

深
め
、
一
層
の
全

市
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

委
員
か
ら
の
意
見

　
本
市
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
核
家
族
化
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な

が
り
や
支
え
合
う
力
が
低
下
し
て
い
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
地
域

福
祉
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
江

能
福
祉
会
の
取
り
組
み
を
調
査
す
る
。

調
査
の
目
的

江
能
福
祉
会
の
取
り
組
み

江能福祉会現地調査の様子

イノシシ被害対策セミナーの様子


